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オバンボランド
素描（１）　　長谷川　朋子
　ナミビア共和国（以下、ナミビア）は、かつてはドイツ

の植民地で南西アフリカと呼ばれていた。第１次世界大

戦後は南アフリカによって長く支配されたが、1990年に

独立を果たした。今年は独立25周年記念の年に当たる。

南アフリカの支配下では、ナミビアもまた悪名高い「アパ

ルトヘイト（人種隔離政策）」の影響を受けた。今日、ナ

ミビアの首都ウィントフックを訪れると、その町並みはヨ

ーロッパのように美しく、起伏があって風光明媚である。

おしゃれなカフェやレストラン、映画館や南アフリカ資本

のショッピングモールもたくさんあり、先進国とほぼ変わ

らない生活を送ることができる。ただし、こうした生活が

できるのは、白人や外国人、そして一部の裕福な黒人に

限られる。少し車を走らせて町の中心を抜けると旧黒人

居住区があり、丘の斜面にトタンで作られた粗末な小屋

がびっしりと軒を連ねている。電気も水道もない場所で、

今でも多くの人が生活している。

　アパルトヘイトの下で、ナミビアにはいくつかの「ホー

ムランド」が設置され、多数派である黒人は居住地から

無理やり引き離され、部族ごとに痩せた土地ばかりの北

部に押し込められた。JICAの技術協力プロジェクトの「

業務調整／研修企画」の担当として、2012年４月に赴任

した町のオゴンゴは、北部の「オバンボランド」という地

域にあり、この「オバンボランド」も当時は「ホームラン

ド」のひとつとされていた。首都からオバンボランドの主

要都市までは、約800キロの距離がある。ここを陸路で

移動する場合、オバンボランドの入り口となる町では国

境検問所のような場所を通過するが、独立以前は、黒人

がここから先の「白人居住区」に許可なく立ち入ること

は出来なかったそうだ。なお、独立とともに「ホームラン

ド」は消滅したが、この地域は今でも「オバンボランド」

と呼ばれている。

　独立後に４つの州に分割されたこの地域は、ナミビア

の全人口約230万人の半数を占めるオバンボ族が暮らし

ている。オバンボ族の人たちは性格がとても穏やかでの

んびりしているが、ドイツと南アフリカからの独立を求め

て闘ってきたのは、このオバンボ族の人たちが中心だっ

た。そのためか、独立戦争を何らかの形で経験している

現在30代後半かそれ以上の年代の人々は、男性も女性

も芯の強さを持っているように思う。そんなオバンボ族

の人たちは、知り合い（と言ってもオバンボ族同士はみ

んな親類のようなものだが）に会った時、とても長い挨

拶を交わす。「こんにちは」「こんにちは」「お元気です

か」「元気です。あなたは？」「元気ですよ」というような

挨拶を３回くらいくり返すかと思えるほど、ゆっくり時間

をかけて挨拶をする。ちなみに、ナミビアでは英語が公

用語だが、オバンボの人同士は「オシワンボ語」で話す。

この長い挨拶の習慣は、どんなに相手が急いでいよう

と、逆に本人が忙しくても変わらないようだ。日本人は忙

しい時など挨拶はそこそこにすぐに本題に入ろうとしが

ちだが、オバンボ式の挨拶は場の空気をふっとなごませ

る力を持つように思う。

民族衣装を着て踊るオボンバ族の女性

　　　　　ナミビア・オゴンゴ　2014年
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オバンボランド
素描（2）　　長谷川　朋子　赴任したての頃は、首都との生活の格差に戸惑うこと

もあったが、しばらくするとすっかり慣れてしまった。た

まに首都に出張すると、挨拶もせずにスタスタと町を行

き交う人たちに目が回り、出稼ぎで首都に来ているオバ

ンボ族の人を見つけると、うれしくなって話しかけてい

た。２年半にわたった「オバンボランド」での生活は、驚

くほどシンプルなものだったが、地平線から昇る朝日と

大地に沈む夕日を毎日眺めることができて、今になって

振り返ると非常に贅沢な時間だった。（長谷川朋子）

”アールディーアイ通信No.76／2015から”

　前回はナミビアの歴史的な背景と共に、オバンボ族に

ついて紹介した。今回は、私が送ったオバンボランドで

の日常生活について書く。

　住んでいたのは職場から60キロメートル程離れたオ

ングウェディバという町で、ナミビア北部最大の町である

オシャカティに隣接している。人口は約27,000人で、商

業が集中しているオシャカティに比べると、静かで治安

の良い町だ。町の開発も進んでいて、滞在した２年半の

間に二つのショッピングモールが開店し、この地域には

珍しい２階建ての集合住宅も完成した。ほとんどの住人

はオバンボ族だが、周辺のアフリカ諸国やインド、中国な

どからビジネス目的で来訪し、生活している人たちもい

た。

　この町の住宅街にある小さな一軒屋に住んでいた。住

居の前は広大な空き地で、日が暮れると真っ暗になり、

入居した当初は夜が不安だったが、家を囲む塀に電気

フェンスを取り付けてからは、安心して眠れるようにな

った。途上国で家を借りる際は、いくら見た目が立派で

も新築は避けた方が無難である。たとえば、乾季の間は

問題なく過ごせても、雨季になった途端にさまざまな建

築上の欠陥が明らかになる。私の家は築３年程度だった

が、入居してしばらくの間は大家さんに頼んで週末ごと

にあちこち修理した。雨季の直前には、大量発生する羽

アリに悩まされた。夜になって部屋の灯りに引き寄せら

れた体長５センチ程の羽アリが、家のどこかにある隙間

から部屋の中に次 と々侵入してくる。でも、羽アリが発生

するのは1日だけで、翌朝には羽が落ちてみんな死んでし

まう。落ちた羽はとても軽く、掃き集めるのが大変だっ

た。雨季に入り、バケツをひっくり返したような雨が降り

出すと、その度に雨水がドアや窓枠の隙間から浸入し、

その付近の床があっという間に水浸しになってしまう。

ただ、雨が上がって暑さが戻ると、空気が乾燥しているた

め水もすぐに蒸発する。

木陰に集まる牛

　　　　　　　　ナミビア・オバンボランド　2014年
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　家庭ゴミは、町が委託した民間業者が、毎週決められ

た曜日に家々を回って収集車で回収する。それは良いの

だが、ある日、収集車が来る前に、家の前でゴミ袋を開

けている人がいることに気がついた。周辺の村から出て

きたと見受けられる年配の女性がゴミ袋の中から、500

ミリリットルのミネラルウォーターの空のペットボトルを

集めていた。これはおそらく水汲みに使うのだろうと思っ

た。また、収集業者の若いスタッフが、ゴミ袋を収集車に

乗せる前に、ゴミの中からおそらく食べ物などを自分の

リュックに詰め替えているのを目にしたこともあった。そ

れ以降、ペットボトルや持って行かれそうな物は分かり

やすいように別にして、ゴミに出すようにした。ちなみに、

ナミビアでは基本的にゴミはすべて埋め立てである。リ

サイクルの動きは白人の多い首都で多少見られる程度

だ。

　そして、困るのはやはり急な停電だった。設備が老朽

化しているためか、大雨が降ると必ずと言って良いほど停

電になる。近くに雨雲が見えたら、用事をさっさと済ませ

て、夜であれば寝てしまう。停電で水が止まることもある

から、水を溜めたペットボトルやロウソクの常備は必須

だった。暑い時期に停電になると、エアコンはもちろん、

扇風機も使えないので部屋の中にはいられなくなる。た

だ、空気が乾燥しているので、日陰に入れば涼しいのが

救いだった。

　途上国で仕事をする場合、生活面が落ち着かないと

仕事に集中できず、長引くとストレスになってしまう。そ

のため、少しでも早く解決しようと、雨漏りについては大

家さんに、ゴミについては町役場に相談した。今日相談

して明日解決する、というわけには行かず、数ヵ月かかる

こともあったが、一歩ずつ解決して行くしかない。オバン

ボの人の多くは、苦情を言っても無駄だと諦めているふ

しがあるが、予想に反して一生懸命に対応してもらえるこ

ともあった。こうしたトラブルの原因を突き詰めて考えて

みると、その一つには経済格差があるように思う。手抜

き工事にしてもゴミ収集にしても、業者に雇われて現場

で働いているワーカーの日給は、日本のコンビニのアル

バイトの時給にも満たない額である。村からペットボト

ルを拾い集めに来るのも、水も電気もない生活をしてい

る側からすれば、当然かも知れない。（長谷川朋子）

”アールディーアイ通信No.77／2015から”

住んでいた家の電気フェンス

　　　　　　　ナミビア・オバンボランド　2014年

ワークショップに集まったオバンボ族の住民たち

　　　　　　　ナミビア・オバンボランド　2014年



　ショクエは首都マプトの北隣りのガザ州にあり、州都

シャイシャイについで2番目に人口が大きい町です。10

年前のセンサスで6万1千人ですから、人口は多少増えて

いると思われますが、それにしても田舎の町という印象

です。街の真ん中を、街路樹が植えられた４車線の舗装

されたメインストリートが走り、その通り沿いに２～３階

建ての市や郡の役所や施設、私たちが勤めている郡農

業事務所もあります。町の中心部は道が碁盤目状に作

られ、狭い道でも舗装されていますが、信号はありませ

ん。街の中では移動手段は徒歩です。30分から1時間歩

くのは当たり前のようです。

写真：ショクエのメインストリート　2008年 

モザンビーク・ショクエ　
素描　　　　　　興村　暁子
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　メインストリート沿いの商店は、1950年代頃からポ

ルトガル人入植者が建てたらしいレンガやブロック造り

の、ペンキを塗りなおせばちょっと洒落た感じになる

建物に入っています。食品、日用品、雑貨などを商う商

店とレストランや美容室が並び、銀行は近代的なビル

になっています。レストランは、店外のちょっとしたス

ペースや時には歩道上にテーブルを並べるので、道ゆ

く人や車を眺めながら食事ができます。埃をかぶりま

すが。美容室はほとんどいつも若い女性で込んでいま

す。モダンアートというべきか、頭に鶏が乗っているよ

うな髪型になって出てくる人もいます。露天で子を背負

ったお母さんたちが売るのは、畑から持ってきたらしい

野菜、果物と焼きトウモロコシ、茹で落花生、ゆで卵な

どです。バスターミナル近くのメルカードと呼ばれる青

空市場では、およそ田舎で生きていくのに必要なもの

は何でもあります。値段が比較的に安く客が多いので、

一日中喧騒と埃に包まれています。

写真：露天で売られているサンダル　2007年 

写真：メルカード　2007年 



　バスターミナルからは毎日2～3便の南アフリカ直行の

長距離バスが出ます。モザンビークの南部の州から南ア

フリカへ、主に鉱山労働者として出稼ぎ者が大勢行って

います。クリスマスやイースターの休みになるといっせい

に帰郷するので、バスが日に20便も到着することがある

そうです。お土産をたくさん買って帰るので、南アフリカ

ら来るバスは、荷を積むトレーラーを牽引しています。

　私は街の真ん中にある鉄筋コンクリートの一軒家を

借りていました。中間層以上の家にはテレビやソファが

置いてあります。テレビは1チャンネルですが、衛星放送

を契約すれば、ブラジル、ポルトガル、ボツワナ、南アフ

リカなどいろいろな言語の番組を視聴することができま

す。街区から少し離れると一般的には藁葺き屋根の家が

多くなります。藁葺きの家の中は蒸し風呂のように暑い

ので、ほとんどの人は夜寝るだけに使い、一日の大半は

家の外の大きな木の下で昼寝をしたり、ご飯を作って食

べたり、庭が野外のリビングのような感じです。一世帯に

だいたい５～６人の子どもがいて、いつも家の外で子ども

たちが元気に遊んでいます。母親が庭先で家事をしてい

る傍らで赤ちゃんがゴザの上でお昼寝をしています。週

末の、家族が集まってするパーティーでは自分たちでヤ

ギや鶏を絞めて料理をします。牛は、飼い主がとさつ場

まで連れて行ってそこで解体され、１キロ400円くらいで

量り売りをしています。肉質はすごく硬く、以前塊肉を買

ってぶつ切りにしてカレーを長時間ぐつぐつ煮て作りま

したが、硬くて噛み切れませんでした。

　

　停電と断水もよくあります。この2つは大抵セットで起

こります。台所やお風呂、自分の部屋には常にランプ代わ

りのロウソクを置いていました。いつ復旧するかわから

ないのですが、みんなのんびりしていて、イライラしない

でと慰められることもありました。（興村暁子）

”アールディーアイ通信No.44／2009から”

写真：ショクエのバスターミナルにてトレーラーを牽引するバス　2007年

写真：木陰でおしゃべり　2007年 



　酒井伸子さんは、2003年4月から2005年4月まで、幼

稚園教諭の青年海外協力隊員としてエジプトへ派遣さ

れました。カイロ近郊の、車で1時間ほどの街、シビンエ

ルコム市にある、幼稚園と保育園が一つになっているダ

ール・エル・コルアン・カリーム幼稚園で幼児教育に従事

しました。シビンエルコムの幼稚園児とその親御さんた

ちの思い出です。

　

 幼稚園と保育園が同じ敷地内にあります。0～3歳児が

対象の保育園と違って、4～6歳児を対象とする幼稚園

では教育が盛んです。はじめの1年は教諭として幼稚園

だけで、2年目は保育士を兼ねて幼稚園、保育園の両方

で、教諭や保育士や幼稚園経営者の方々にアドバイスを

する仕事をしました。

　

 親が幼稚園に期待するのは教科の教育です。子供の面

倒を見ることや、日常のしつけや生活習慣を正したりと

いった道徳的な教育ではありません。高いお金を払って

いるからには、それなりの教育を求めます。年度初めに

もらう教科書にしたがって勉強をさせてもらいたいとい

うこと。年度内に教科書が終わらないと、親から不満が

出ます。「きょうは何を勉強してきたの？」といった具合

にチェックがあり、毎日何か新しいものを学ばせなけれ

ばいけません。幼稚園を終えるまでに、2桁、3桁の足し

算や引き算ができるようになります。反面、生活態度が

悪く、親が持たせるおやつを、時を選ばずに食べたり、

低学年児には衣服の着脱ができない子もいて、とにかく

手がかかります。親はそんな生活面の心配を全くしませ

ん。「そんなことは大きくなったら自然にできるようにな

るから、とにかく勉強を教えてちょうだい」といった具合

です。日本の中学校、高校のように、先生は教科毎に異

なります。

　「おばあちゃん先生」という、園児の身の回りの世話

を専門にする人がいます。子供たちのトイレの世話や身

だしなみと掃除は、この「おばあちゃん先生」がします。

給料は安い。いわゆる「先生」方は掃除をしません。完

全に分業制です。「分業をやめてみんなで掃除をすれ

ば、雇用を減らして、一人ずつの給料が上がるのでは」と

提案したことがありますが、それは間違いでした。雇用

写真：シビンエルコムの街並み　2005年

写真：おばあちゃん先生と子供達　2005年 

エジプト・シビンエルコム
素描　　　　　　酒井　伸子
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確保や雇用機会拡大に根ざした問題でした。仕事を分

け合って、出来るだけ多くの人が雇用されるようにして、

どんなに嫌な仕事でも、安い仕事でも、この「おばあちゃ

ん先生」のように、仕事に就くことができて助かる人を増

やすということです。

　保育園の保育士の中には細い棒を隠しておいて時々

使う人がいます。子供たちが、だいたい感情の起伏が激

しく、騒ぎ出すと容易には収まりません。体罰は禁じられ

ていますが、どうしても使ってしまうらしく、批判され、注

意され、使わないと約束しても、隠し持ち続けます。

　シビンエルコムはナイル川に沿う落ち着いた田舎町で

す。日が落ちると涼を求めて多くの市民が家から出てき

てそぞろ歩く川沿いの通りは、街灯が整備されていて美

しい夜景になります。主要な大通りはきれいですが、一

歩わき道に入るといたるところにゴミが捨てられていま

す。空き地や路地裏にはゴミが文字通り山積です。ヤギ

を飼う人は牧草地に連れて行くのではなく、こういった空

き地につれて行き、そこに落ちている生ゴミや紙くずを

食べさせています。住宅の2階や3階の窓から、道路に向

かってゴミを平気で投げ捨て、時には調理した鳩の残骸

や鶏の足だけ捨てられていたりします。最近はゴミの種

類も変わってきて、お菓子のパッケージなどプラスチック

やアルミ箔が多く、こういうゴミは土に返らないので、ゴ

ミの量が増えるいっぽうです。

　

 エジプトは中東諸国の中では治安がよく、観光業が盛

んなため、食べ物の種類が豊富でお酒も多く、赴任、出

張する日本人男性には天国のような場所。でも、女性に

とっては辛い面があります。とにかく、触られる。痴漢で

す。特に外国人女性が対象になるようです。同じ宗教で

はない場合はお触りOKらしい？バスに乗っても広い道

路を歩いていてもあります。わざわざ近寄ってきて触る

男もいます。ひどい時はすれ違いざまに、複数の男性か

らもう触られる場所が無いというくらいに、上から下ま

で触わられたこともあります。法にも倫理にも反する行

為であるし、ばれれば外聞の悪いことですが、度が過ぎ

ます。ただ、日本と違ってよいところは（いいのか悪い

のか？）、野次馬根性がすごく、「ぎゃーっ」と叫んだり、

「痴漢だあ」と喚くと、たくさんの人が集まって来てくれ

て、そのお尻を触った男は、集まった男達にあっと言う

間に取り押さえられ、警察に連行されていきます。

　実は、街では日本語の通じることがありました。な

ぜかというと、今はビザの取得が少し難しくなりました

が、10年ほど前までは、この町の大勢の男達が日本へ

出稼ぎに出ていたのです。日本人の奥さんをもらった人

も少なくなく、今でも日本とエジプトを行ったりきたり

の生活をしている人もいます。そんな背景から、日本語

写真：空き地のゴミを食べるヤギ　2005年



を話せて、日本の文化、習慣を目の当たりにしてきた人

から、たくさんの興味深い話を聞くことができました。日

本人妻を持ち、子供が出来た人たちにとって、特に女の

子を日本で育てるなんて滅相も無いことで、国で教育を

受けさせると一様に言います。ノースリーブにミニスカー

トの女の子を見てきた男達は、自分の娘はそうなって欲

しくないと思うのでしょう。家族や親を殊のほか大事に

する習慣で、また、妻の意見よりは親兄弟の意見を優先

するため、日本人妻との間にしばしば悶着や意見の相違

が起こるようです。中にはつわものもいて、日本には日本

の家族、国にいればもうひとつ国の家族があると言いま

す。一夫多妻の国なので問題はないのかも知れません

が。子供の教育への熱心さは幼稚園時代から現れます。

テストともなると家中がピリピリし、テスト結果が張り出

されるため、家族皆が学校まで見に行くと言います。まる

で受験生のいる日本の家族のようで、とにかく子供たち

の教育への関心が高く、少しでも高学歴で、医者や警察

官になって欲しいという親の期待が強いのです。

　宗教的戒律が厳しいため、外での振る舞いはたっぷり

制約されますが、いったん家に入ってしまえば、そこは天

国です。家で楽しめるように、衛星放送の受信用アンテ

ナがたくさん売れています。ほかにお金をかけなくても

屋内での娯楽が充実しているわけです。洋品を商う店と

いう店のショーウインドウが、「誰がこんな派手な服を

着るの？」といったつくりで、不思議に思っていましたが、

知り合いの家に招かれてびっくり。家の中では色とりどり

の派手な服や、流行の服を着ているのだ！しっかりおし

ゃれを楽しんでいたんですね。とにかく家にいるのが大

好きで、友達や仲間と「食事にでも行きましょう」ってこ

とは無く、「私の家へ来ませんか？」といろいろな方から

お誘いをいただきました。外で遊ぶよりは、人を家へ招

いて家族も含めて皆で一緒に食事を楽しむといった生活

スタイルです。(了)

“アールディーアイ通信 No.36／2008”から

写真：屋上にたくさんのアンテナ　2005年

写真：幼稚園の授業風景　2005年



ガーナの北部３州は別名「貧困３州」とも呼ばれ、国内

でも最も開発援助を必要としている地域です。マッシュ

ルーム・ハウス、ハマターン（黄沙のサハラ砂漠版）、そし

てイスラム教のモスク。ガーナの国教はキリスト教とされ

ていますが、北部地域ではイスラム教が主流なこともあ

り、首都アクラから着くと、まるで異国のような趣の違い

を感じます。日本とはスケールの違う国内の多様さを目

の当たりにするにつれ、なるほどガーナでは国家統一的

な制度化がなかなか馴染まないわけだなぁと妙に感じ入

ってしまうほどです。

とは言え、式次第へのコダワリ、特に祈りで始まり、

祈りで終わるというパターンは、ガーナの社会全体に共

通しているものの一つと言えるかもしれません。それだ

け祈りが生活に根付いているということでしょう。

2005 年11 月に北部３州で実施した地方教育計画策定

に係る研修会でも、まずは参加者全員でお祈り。・・・あ

れ？英語？イスラム教徒にとって「祈り」とはすなわち「ア

ラビア語で祈ること」という先入観がありましたが、どの

研修会でも、全体の祈りは英語でなされ、イスラム教徒

もキリスト教徒も等しく頭を垂れていました。祈りの言

葉そのものも確かに格調高いものでしたが、それよりも

その光景に、私は強く胸を打たれてしまいました。アフリ

カの周りの国を見渡すと、内戦や紛争がいたるところで

勃発していますが、その中にあってガーナが平和を誇っ

ているのは、このように寛容で大らかな国民性にあるの

かもしれません。

　ところでガーナの教育セクターでは、貧困３州の就学

率の低さ、特に女子就学率の低さは大きな課題とされて

います。ノーザン州では、研修に参加した州内の郡教育

事務所の代表者約50 名は全員が男性で、そのことにも、

女性の就学率の低さがその社会進出にも暗い影響を及

ぼしていることが如実に示されていると感じました。そう

いうことを考えていたせいでしょうか。州都タマレで学校

を訪れた時に、女子生徒の集団を目にした時には、明る

い希望が歩いているようにも見えました。もっとタマレ（

溜まれ）！

（松田徳子は2002 年5 月から3 年9 ヶ月間、教育政策

分野の政策援助アドバイザーの業務に従事）

“アールディーアイ通信 No.21／2006”から

写真：日本のこと知ってるよ、字が読めるからねガーナ北部パガ　2002 年

写真：寛容さの現われ？

　　　制服のデザインの多様さに注目 タマレ2003 年

ガーナ・北部３州素描
　　　　　　　　　松田 徳子

アフリカ
地域

 開発協力の情景　～現場ノート～



　ザンベジア州はモザンビークに10ある州の内の極貧

困州で、経済活動は南部州に比べても停滞している。そ

の州都はインド洋沿いのキリマネ市にある。

　ある夕方、キリマネ市にあるボンス　シナイス（Bons 

Sinais）川のほとりにあるベンチに腰掛けていると、一人

のモザンビーク青年が日本語で話しかけてきた。手に日

本語を書いたノートを持ち、たどたどしい日本語で話し

をしかけてくる。聞けば「自分は中学生だが日本語を理

解したいと真剣に考え独学で勉強している。キリマネで

エビ獲りをしている日本のマルハの宿舎に行き、日本語

を教えて欲しいと頼みに言った事もあるが、丸で相手に

されなかった。何とか支援して欲しい」と訴えた。モザン

ビークで下心を持たないこんなに向学心のある青年に会

えるのは嬉しい。エミリオというこの青年は、州都キリマ

ネ市の南西部にあるシンディという田舎の出身で（シン

ディは、ザンベジ川デルタ地帯の低湿地帯にあるため海

水の影響もあり、カヌーやボートが交通手段として利用

される程の僻地。）、キリマネに居る叔父さんの家で下

宿しながら中等学校へ通っていると話してくれた。しばら

く歓談した後で彼の熱意に打たれ「もし、マプトの日本大

使館でポルトガル語・日本語の教材があったら、今度もっ

て来てあげるから」と、彼の日本語学習を手助けするこ

とを約束し、その場は別れた。出張を終え首都のマプト

に帰ると、エミリオから日本語の教科書について催促の

電話があった。

　何ヶ月か経って、もう一度ザンベジア州に出張する機

会を得た。大使館から貰ったポルトガル語・日本語の教

科書を携えて、彼が住むというキリマネ市にある叔父さ

んの家を訪れた。青年に喜んで貰おうと、勇んで家を訪

れたが彼は不在であった。家に居た叔父さんから「甥は

今学校が休みになったので、ソファラ州（隣の州）に出

かけていないが、本はちゃんと渡しとくよ」と少し感謝さ

れた。叔父さんの口ぶりから本はエミリオの手に届くの

は間違いない。このささやかな本で１人のモザンビーク

青年が日本語への興味を深めてくれる。ほんのちょっと

した偶然と親切でエミリオの人生が少し変わるのかも知

れない。その後、ザンベジア州に出張に行く度にエミリオ

の事を気にかけていたが、彼とはそれ以来一度も出あう

機会がなかった。

　夜の街は活気を欠き、停滞して眠っているかのような

キリマネ市。真っ暗なボンス　シナイス川に、エビ獲り

漁船の灯りが映る姿は幻想的でもある。夜の川辺にある

ベンチに腰を下ろし、もう一度あの青年の事を思った。

※モザンビークは、東はインド洋に面し北はタンザニア、

　西はマラウイ、ザンビア、ジンバブエ、南は南アフリカ

　共和国に接する。住民の殆どがバンツー系で各部族

　ごとのバンツー語を母語とするが、古くからポルトガ

　ルの影響が強く、公用語はポルトガル語となってい

　る。農漁業（綿花、カシューナッツ、エビ等）が主要産

　業となっているが、石炭、天然ガスなどの天然資源も

　豊富である。

“アールディーアイ通信 No.20／2005”から

写真：夕暮れのボンス シナイス川とキリマネ市　2003年

モザンビーク・キリマネ
素描
　　　　　　　　田村　政人

アフリカ
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　首都ルサカから1000km北方にあるムバラという町

で、青年海外協力隊の病院薬剤師として1993年4月から

2年間を過ごしました。タンザニアとの国境に位置し、急

激な坂道を車で約１時間下ると、タンガニーカ湖南端の

港町ムプルングに至ります。ムバラは林と草原に囲まれ、

標高約1800m、気温は夏は25-30度までと凌ぎ易く、冬

は５度位まで下がるのでオーバーコートが必要です。南

半球にあり、５月から９月迄が乾季、10月から４月迄が雨

季で雨量の多い所です。町の中心には郵便局、警察署、

ガソリンスタンド、インド人の経営する雑貨屋、オープン

マーケット等が、町外れには空軍基地があり、レンガを

積み上げただけの公務員宿舎が整然と並んでいます。村

人は林の中のレンガ建てか、「マッシュルームハウス」と

呼ぶワラでできた家にグループを作って住みます。

　職場は厚生省直轄州立ムバラ病院の薬局でした。病

院は緑に囲まれた広々とした敷地にあり、ベッド数は約

250。大きな窓を開くと風が心地よく入る病室、平屋の

病棟が幾つか連なり移動が大変です。赤痢、肺結核、ハ

ンセン氏病等の入院は、シュワイツァー博士の物語に出

て来そうな古ぼけた隔離病棟になります。マラリアが流

行するとベッド不足となり、1つのベッドに2人が収容され

ることもしばしばです。バス・トイレ付の特別個室もあり

ます。

　地元の人々の食生活は変化に乏しく、主食はトウモロ

コシの粉を湯がいて団子状にした「シマ」というもので

す。これに、野菜をトマトと塩で味付けした炒め物や焼い

た肉類をつけて手で食べます。肉類は、ムバラのような

田舎では牛１頭分が週に何回かぶら下がる程度で入手し

にくく、あまり食べません。卵も収入の割りには比較的高

価で、マーケットに並ぶのは限られた数です。主食として

はシマのほかに米を炊いたもの、いも類を蒸したり炭火

で焼いたものも有ります。食材は入手しにくく、油、塩、砂

糖等は首都方面からの運送代が加算されるため値段が

高い。オープンマーケットで売られている野菜には限り

があり、キャベツ、トマト、イモ類、豆類、カボチャの葉っ

ぱ等が、地面の上に敷かれたゴザの上に並べられていま

す。タンガニーカ湖で捕れた干し魚にはハエの群れが飛

び交い、とても衛生的とは言い難い光景です。服装は、

男性はシャツにズボン、女性は上はブラウスかTシャツ、

下は「チテンゲ」という１枚の布を腰に巻いてスカート状

にしたものです。売り子たちは裸足かゴム草履履きです。

「売れればよし、売れなければそれまでよ」というのん

びりした時が流れていきます。お喋りしながら１日が過ぎ

て行き、夕日が沈む前に市場には誰もいなくなります。そ

んな日々が繰り返される平和な２年間でした。

“アールディーアイ通信 No.18／2005”から

写真：ムバラのオープンマーケット　1995年

ザンビア・ムバラ素描
　　　　　　　　荒木　京子

アフリカ
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リシャトールは、モーリタニアとの国境付近に位置する、

セネガルの中では中規模の活気のある町です。セネガル

で唯一の製糖工場（CSS）があり、町の周辺には数万ha

におよぶCSS所有のサトウキビ畑が延 と々広がっていま

す。しかし、延 と々広がるのはサトウキビばかりではあり

ません。現地語でバラハと呼ばれる植物も、リシャトール

を流れるセネガル川に沿って何十kmにもわたって自生し

ています。このバラハは、バッサンと呼ばれる敷物を作る

原料として使われています。周辺の村では野外で食事を

するとき、家族団欒のひと時や農民の昼休憩のときなど

安らぎの時間には、いつもバラハで作られたバッサンを

敷いて思いのまま話を弾ませます。この遠目にはサトウ

キビと間違えてしまいそうなバラハは水辺に自生する植

物で、水中から上空に向かって2～3m程になります。セネ

ガル川やギエール湖など、水が年中豊富にある大きな川

と湖の泥湿地や半水中に自生しています。バラハは、川

や湖周辺で野菜や稲を栽培している農民達の副収入源

となっています。

　しかし、近年バラハは村人の生活を脅かすようになっ

てきました。井戸が枯れている内陸北部の一部の村で

は、飲料水や魚を上記の川や湖からしか得られません。

村民たちは、網で魚を獲るため水底から水面高く伸びる

バラハが邪魔になるようです。村人は今、バラハの有効な

利用法をみんなで見つけようとしています。

（岩井理恵は2002年12月から2年間、青年海外協力隊

員として野菜栽培普及活動に従事）

“アールディーアイ通信 No.18／2005”から

写真：バッサンで寛ぐ少女　セネガル　リシャトール周辺2004年

撮影：酒井　菜穂子

セネガル・リシャトール素描
　　　　　　　　岩井　理恵

アフリカ
地域
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